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令和７年度 第１回鈴鹿市障害者施策推進協議会 議事概要 

 

日  時  令和７年７月４日（金）13 時 30 分～14 時 30 分 

場  所  鈴鹿市役所 本館５階 503 会議室 

出席委員  藤原、山野、土屋、中澤、長井、酒井、小山田、岡野、坂、 

廣瀬、秋葉、太田、吉田、辻󠄀、谷口、渡辺、長谷川、粟野 

（以上 18 人、敬称略・順不同） 

欠席委員  鈴木 

事 務 局   健康福祉部次長兼社会福祉事務所長 小林 

障がい福祉課長 鈴木 

障がい福祉Ｇ  日髙ＧＬ   

管理Ｇ        田之上ＧＬ、青山 

傍 聴 者  なし 

 

 

１ あいさつ 

（司会進行：事務局） 

・健康福祉部次長兼社会福祉事務所長 小林より挨拶。 

・委員、事務局の自己紹介。 

 

 

２ 議事 

（議事進行：藤原会長） 

議題１ 令和７年度予算・令和６年度決算について 

事務局より説明。（資料１） 

【委員からの質問・意見】 

・障害児通所支援事業の令和６年度の予算額と決算額で５億円近く差があるが、 

問題がなかったか。 

⇒記載している予算額は当初予算であり、年度途中で約５億円を補正予算として増額 

計上した。令和７年度の予算額も、決算見込みの数字を加味して計上している。 

 

 

議題２ すずかハートフルプランについて 

第４期障害者計画の施策推進状況の報告について 

事務局より説明（すずかハートフルプラン 2029・資料２） 

【委員からの質問・意見】 

 ・昨年度の協議会にて、評価の「予定通り」という表現を「達成」や「未達成」という 

表記にしてはどうかという意見が出たが、その後どうなったか。 

⇒各施策は数値目標を定めていないので、「予定通り」という表現としている。 

   ⇒表現の客観性を担保するためにも、可能な項目については事業実績欄に数値を 

記載した方が良い。何件の相談があった、何件の訪問を実施した等。 

・整理番号 19 手話通訳者の採用試験の応募者がいたか。 

 ⇒手話通訳者の採用試験の応募者はいなかった。 

手話通訳者は３名設置が望ましいため、今年度も９月採用で募集している。 

・整理番号 22 新型コロナウイルスが５類となったが、今年度の福祉施設体験研修の 

実施予定はどうか？ 
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⇒担当課に確認して議事概要にて回答する。 

 【担当課回答】今年度も感染症予防等の観点から実施しない予定。令和８年度以降に

ついては検討中である。 

・整理番号 18 今回の参議院選挙の期日前投票の会場でイオンモールが短いのは何故か。 

 ⇒イオンモールはまとまった期間を借りるのが難しく、今回の参議院選挙は短期間に 

  なったと聞いている。代わりとして鈴鹿ハンターと鈴峰公民館を増やしている。 

・整理番号 23 ボランティア養成講座の受講者数は増えているが、その後の実際のボラ

ンティア活動に繋がっていないのではないかと感じる。ボランティア団体の構成員も

高齢化しており、若い方が入ってこないのが課題である。市や社会福祉協議会の行政

で新しい情報発信の仕方等を検討してほしい。社会福祉協議会とボランティア団体は

密接な繋がりがあるが、団体サイドからは市の方の繋がりがあまり見えない。 

 ⇒・ボランティア団体の課題について、社会福祉協議会と共同で取り組む必要がある 

問題も認識しているため、可能な範囲で協力して進める。市との繋がりについて、 

   社会福祉協議会は一本であるが、市はボランティアの分野毎に窓口が異なるため、 

   意見として担当課に伝える。 

  ・同課題について、社会福祉協議会の会議の場で講座受講者を対象とした追跡調査 

   を検討すると回答した。 

   ・社会福祉協議会としても高齢化の問題は認識しており、中期経営計画を立てて 

解決を目指そうとしている。例えば企業を退職された方へ声をかけて組織を作る 

等の案を検討しているので、本年度チャレンジしたいと考えている。 

    ⇒大学のボランティアセンターを利用すれば学生へも声掛けが可能であるため、 

ぜひ検討を。 

・ゴミ屋敷を解決するボランティアを募集中のため、関心があればぜひ参加を。 

 

 

 ■鈴鹿市障害者差別解消支援地域協議会 

  議事１ 差別事象の報告 

  事務局より説明（議事１資料） 

【委員からの質問・意見】 

・相談があったのはその１件のみか。 

 ⇒市に通報があったのはこの１件のみ。 

・相談窓口について周知は行っているのか。例えばウェブサイトに相談窓口を明記 

すれば、相談者も増えるのではないか。障がい者の方がアクションを起こしやすい 

様にしてほしい。 

⇒障害差別解消法の改正の際に要領を策定し、相談窓口を設置した。その際に庁内で 

周知している。庁外への周知についてはウェブサイト含め確認の上、可能な範囲で 

対応し、周知に努めたい。 

・障害者割引についての周知も必要ではないか。 

   ⇒障害者手帳の内容や等級によって異なるので、網羅して周知するのは難しい。 

障がい者の方がご自身で割引内容を確認していただく必要があると思われる。 

 

 

その他、意見なし 

 

（会議終了 14：30） 


